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自治協だより
 

 

令和７年１２月２１日（日）１３時３０分から、多

方面でご活躍の園芸研究家 奥 隆善さんを講師にお

迎えして、先生考案の鉢を重ねて立体感をだす「３

Ⅾ寄せ植え」教室を開催しました。 

近年の園芸事情やお正月の松、千両のお話などを

していただき、３７名の参加者は熱心に聞いていま

した。 

雨の降りしきる中でしたが、楽しく寄せ植えがで

き、各家の玄関は新年を迎える準備ができたでしょ

う。 

 

▶▶▶裏面に「地域安全部会の防災備蓄品等点検」を掲載しています 

 

令和８年１月２４日（土）１３時３０分から、上野南部

地区市民センターのサークル「手工芸教室」で活躍されて

いる北寺 眞弓さんを講師に迎え、干支シリーズ第３回目

となる押し絵の干支飾りづくり教室を開催しました。 

今年の「午」の作品は、例年より少し難しい行程でした

が、１２名の参加者の皆さんはとても集中して取り組まれ

ていました。 

わからないところは教えあいながら、会場には笑い声も

あふれ、終始和やかな雰囲気の中で製作が進みました。 

完成した作品を手に、皆さんの達成感に満ちた表情がと

ても印象的でした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳しくは、👉 

～防災備蓄品等点検～ 

 

令和８年２月１日（日）９時から、上野南部地区市民センターで、部会員が集まり防災備蓄品

等点検を行いました。 

地域安全部会では年２回、真夏と真冬に点検を実施し、発電機の作動確認（※１写真）も行っ

ています。伊賀市備蓄倉庫、市民センターの倉庫、自治協の防災倉庫、室内の備蓄品置き場の４

か所を７月の点検簿をもとにチェックをし、缶詰めなどの賞味期限等も確認を行いました。 

ただ、備蓄しているだけでなく、年２回の点検では、きめ細かな確認作業をしていくことで、

いざというときにどこに何があるかを確認ができ、災害時の備えとなります。 

備蓄品を使うことなく点検作業だけで済んだら幸いですが、誰でもわかるように、倉庫には何

が入っているかを一覧表で張り出して見える表示を実施しています。寒い中の作業でしたが、災

害はいつ起こるかわかりません。いざという時みんなで使えるようにしていきましょう。 

【お知らせ】～作品上映会 in 伊賀市文化会館さまざまホール～ 

 上野南部地区出身の呉美保監督の作品『ぼくが生きてる、ふたつの世界』『ふつうの子ども』の

上映会が開催されます。「２作品とも”バリアフリー日本語字幕付き”です。たくさんの人に見に

来ていただきたいです。」と監督本人からもメッセージをいただきました。心温まるひと時を一緒

に過ごしましょう！ 詳しくは BUNTO 通信 P５も CHECK してみてください。 

※１ 


